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南魚沼市民憲章
・わたしたち南魚沼市民は、人間を大切にします。
・わたしたち南魚沼市民は、自然を大切にします。
・わたしたち南魚沼市民は、ものづくりを大切にします。

（平成19年4月1日 制定）
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市報

主
な
訓
練
内
容

　

無
線
訓
練
、
対
策
本
部
設
置
訓

練
、
情
報
伝
達
訓
練
、
炊
き
出
し

訓
練
、
水
防
訓
練
、
避
難
所
開
設

訓
練
、
避
難
訓
練
、
消
火
訓
練
、

高
所
救
助
・
救
急
訓
練
、
救
助
訓

練
、
放
水
訓
練
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
救
助
訓
練
、、
土
砂
災
害

3
Ｄ
体
験
等

2009（平成21年）
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市
で
は
、不
慮
の
災
害
に
備
え
、

防
災
業
務
関
係
者
の
防
災
技
術
の

向
上
と
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
を
目
的
と
し
て
、
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
大
巻
地
区
を
主
会

場
に
実
施
し
ま
す
。

※�

緊
急
自
動
車
が

市
内
各
地
区
を
走

行
し
ま
す
。

　

�

交
通
事
故
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

大
巻
地
区
以
外
の
各
行
政
区

に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
防
災

訓
練
を
計
画
し
ま
す
。

　

大
勢
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

総
務
課　

人
事
庶
務
班

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
0

経
済
セ
ン
サ
ス

基
礎
調
査
ご
協
力
の
お
願
い

　

7
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
、

全
国
で
平
成
21
年
経
済
セ
ン
サ
ス

︱
基
礎
調
査
（
統
計
調
査
）
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

経
済
活
動
の
状
態
を
把
握
す
る

大
切
な
調
査
で
す
。

　

市
内
の
事
業
所
を
対
象
に
、
6

月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
票
の

配
付
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
票

へ
の
記
入
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

企
画
政
策
課　

企
画
班

�

☎
7
7
3

│

6
6
7
2

市
歌
の
Ｃ
Ｄ

無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

昨
年
、
新
南
魚
沼
市
誕
生
3
周

年
を
記
念
し
て
制
作
さ
れ
た
市
歌

は
、
合
併
し
た
3
つ
の
町
の
心
と

心
を
つ
な
ぎ
、
身
近
な
歌
と
し
て

親
し
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
追
加
制
作
を
記
念
し

て
期
間
限
定
先
着
5
0
0
名
様
に

無
料
配
布
い
た
し
ま
す
。（
期
間

終
了
後
は
、
実
費
1
枚
分
1
0
0

円
で
頒
布
し
ま
す
）

●
無
料
配
布
期
間

　

6
月
22
日
㈪
か
ら
7
月
末
ま
で

　

�　

1
世
帯
に
つ
き
1
枚
配
布
と

な
り
ま
す
。
無
く
な
り
次
第
終

了
い
た
し
ま
す
。

●
配
布
場
所

　

◦
本
庁
舎
2
階　

企
画
政
策
課

　

◦
大
和
市
民
セ
ン
タ
ー

　

◦
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

　

企
画
政
策
課　

企
画
班

�

☎
7
7
3

│

6
6
7
2

7
月
第
1
日
曜
日
は
︑
市
防
災
訓
練
の
日

南
魚
沼
市
総
合
防
災
訓
練

�

《
主
会
場
：
大
巻
地
区
》

７
月
５
日
㈰

�

午
前
７
時
〜
11
時

●
会
場�
大
巻
中
学
校
お
よ
び

�

そ
の
周
辺

昨年の浦佐会場

サイレン吹鳴時間
午前7時

　総合防災訓練当日、市
全域でサイレンが鳴りま
す。
　火災等とお間違えのな
いようご注意ください。

� 市報 みなみ魚沼
平成21年6月15日発行



国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
改
定

　

平
成
21
年
度
分
の
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

※�

税
率
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に
基

金
財
源
や
前
年
度
繰
越
金
を
充

て
、
①
医
療
分
と
②
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
の
税
率
を
据
え
置

き
、
③
介
護
納
付
金
分
の
税
率

は
引
き
下
げ
ま
し
た
。
実
質
負

担
は
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

届
出
は
速
や
か
に

　

国
保
の
加
入
・
脱
退
の
届
出
は

14
日
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と

◦�

資
格
を
得
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
、
国
保
税
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◦�

保
険
証
が
な
い
期
間
に
医
療
を

受
け
る
と
、
そ
の
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
脱
退
の
届
出
が
遅
れ
る
と

◦�

納
め
る
必
要
の
な
い
国
保
税
が

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

◦�

社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
後
で

国
保
の
保
険
証
で
医
療
を
受
け

た
場
合
に
は
、
国
保
が
負
担
し

た
医
療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

税
務
課　

市
民
税
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
8

南
魚
沼
市
兼
続
公
ま
つ
り

天
地
人
パ
レ
ー
ド

参
加
者
募
集
！

　

8
月
2
日

㈰
午
後
1
時

30
分（
予
定
）

よ
り
開
催
さ

れ
る
天
地
人

パ
レ
ー
ド
に

上
杉
景
勝

公
、
直
江
兼
続
公
、
そ
の
他
の
役

で
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
、
参
加
報
酬
・

交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●�

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
7
月
14
日

㈫
ま
で
に
実
行
委
員
会
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
用
紙　
市
観
光
協
会
お
よ

び
商
工
観
光
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●�

選
考
方
法　
申
込
書
類
に
よ
る

審
査

●�

そ
の
他　
自
前
の
甲
冑
持
込
み

可
能
で
す
。
配
役
は
実
行
委
員

会
で
選
考
い
た
し
ま
す
。

　

�　

審
査
結
果
な
ら
び
に
詳
細
は

申
込
者
に
連
絡
い
た
し
ま
す
。

　

南
魚
沼
市
兼
続
公
ま
つ
り�

�

実
行
委
員
会
（
市
観
光
協
会
内
）

�

☎
7
7
2

│

7
1
7
1

市
政
懇
談
会 

開
催
中

●
今
年
の
テ
ー
マ　
基
幹
病
院
と

�

再
編
後
の
医
療
体
制

　

魚
沼
基
幹
病
院
（
仮
称
）
が
で

き
る
と
、
こ
の
地
域
の
医
療
体
制

は
ど
う
変
わ
る
の
か
？
「
こ
ん
な

は
ず
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
計
画
の
段
階

で
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
質
問
、
ご
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

特
に
若
い
世
代
の
皆
さ
ま
か
ら

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
日

曜
日
の
会
場
は
、
保
育
ル
ー
ム
を

設
置
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ま
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
は
、
最
終
ペ
ー
ジ
の
カ
レ

ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
保
育
ル
ー
ム
の
申
込
み
は
企
画

政
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

　

企
画
政
策
課　

企
画
班

�

☎
7
7
3

│

6
6
7
2

郷
土
史
編
さ
ん
誌

「
み
な
み
う
お
ぬ
ま
」

第
6
号
販
売

　

市
で
は
、
収
集
し
た
郷
土
史
資

料
を
活
用
し
て
、
身
近
な
歴
史
や

文
化
・
民
俗
・
民
話
な
ど
の
話
題

を
掲
載
し
た
郷
土
史
編
さ
ん
誌

「
み
な
み
う
お
ぬ
ま
」
を
毎
年
刊

行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度

も
大
和
地
区
の
話
題
も
加
わ
り
豊

富
な
内
容
で
第
6
号
を
販
売
い
た

し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
大
勢
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

●
第
6
号
の
内
容

Ⅰ　
特
集
「
直
江
兼
続
公
」

　

�　

雲
洞
庵
、
長
尾
政
景
の
死
を

窺の
ぞ

く
、
普
光
寺
の
景
勝
文
書
、

村
人
の
か
く
れ
場
、
堀
直
竒
と

下
倉
城
の
戦
い
、「
お
六
甚
句
」

う
ら
ば
な
し

Ⅱ　
ふ
る
さ
と
通
信

　

�　

薄
荷
に
つ
い
て
、
五
十
沢
往

来
、
家
伝
の
秘
薬
、
大
崎
菜
、

八
海
山
石
、
八
色
西
瓜
︱
甘
味

に
込
め
ら
れ
た
努
力
の
歴
史

Ⅲ　
研
究

　

1�

．
地
域
に
残
る
地
芝
居
に
参

加
し
て

　

2
．
六
日
町
の
農
民
運
動

●
定
価　
1
冊　

1
、0
0
0
円

●
販
売
所

　

◦
南
魚
沼
市
中
央
公
民
館

　

◦
塩
沢
公
民
館

　

◦
大
和
公
民
館

　

◦
六
日
町
内
書
店

　

社
会
教
育
課

　
　
　

郷
土
史
編
さ
ん
係

�

☎
7
7
7

│

4
6
7
1

�

（
大
和
公
民
館
内
）

区　　　分 税　　率（額） 前年比 参　考（※）

①　医療分
　（すべての加入者対象）

所得割（加入者の前年の所得に対し）5.47％ 据え置き 一世帯当り平均税額
（①+②+③）
20年� 190,346円
21年� 185,486円
比較� △4,860円
一人当り平均税額
（①+②+③）
20年� 103,120円
21年� 101,352円
比較� △1,768円

均等割（一人当り）22,600円 据え置き
平等割（一世帯当り）20,800円 据え置き

②　後期高齢者支援金分
　（すべての加入者対象）

所得割（加入者の前年の所得に対し）1.84％ 据え置き
均等割（一人当り）10,100円 据え置き

③　介護納付金分
　（40 ～ 64歳まで対象）

所得割（加入者の前年の所得に対し）1.49％ △� 0.17％
均等割（一人当り）12,900円 △�1,000円

隣近所など
地域の助け合いが

大切です！

�市報 みなみ魚沼
平成21年6月15日発行



1．災害時要援護者支援制度とは
　一人暮らしの高齢者や障がいのある方などで、地
震などの災害が起きたときに手助け（支援）を必要
とする方に対して行政区、自主防災組織、民生委員
児童委員、隣近所の方など、地域が連携して支援を
していく制度です。

2．災害時要援護者とは
　災害時要援護者とは災害が発生したときに、自力
で避難することが困難、かつ家族等の支援も得られ
ないため、人からの手助けが必要な方をいいます。
〈例〉
　①�　1人暮らしの高齢者（65歳以上）、高齢者だけ
の世帯、高齢者と児童（15歳未満）だけの世帯

　②　要介護3以上の寝たきりや認知症の方
　③�　身体障害者手帳の交付を受けている1～3級
の方、4～6級の方で視覚・聴覚に障がいがあ
る単身者または障がい者だけの世帯

　④　知的障がい者（療育手帳Ａ判定）
　⑤　精神障がい者（精神障害者保健福祉手帳1級）
　⑥　難病の方　など

3．災害時要援護者が支援をうけるためには
①�　災害時に支援を受けるためには、事前に名簿（災
害時要援護者台帳）に登録していただきます。
②�　登録する際には、支援のために必要な個人情報
を行政区、自主防災組織、民生委員・児童委員、
消防署、近所の支援者などへ市役所から情報提供
することに同意できる方とします。
③�　登録を希望する方は、各行政区長に申し出てく
ださい。
④　登録する個人情報は
　◦申請者本人 ➡ �住所・氏名・生年月日・血液型・

電話番号・行政区・緊急連絡先・
身体の状況など

　◦支　援　者 ➡ 住所・氏名・電話番号

4．個人情報の取扱い
　登録された個人情報は、災害発生時に災害時要援
護者の生命の安全をはかるもののほか、日頃の支援
活動に利用するものであり、目的外の用途に使用し
たり、第三者に提供することはありません。

協　力

・要援護者の把握
・普段の見守り

・災害時の情報伝達
・災害時の安否確認
・災害時の避難支援

・支援者
・自主防災組織
・消防署

・登録の申し出
・個人情報を提供することの同意
・要援護者の把握

名簿（台帳）登録者（災害時要援護者）
（高齢者・障がいのある方など）

名簿（災害時要援護者台帳）の
整備・調整

民生委員・児童委員

市　役　所

行政区長

名簿の提供

名簿の提供

協　力

名簿の提供

名簿の提出

制度の流れ

災害時要援護者避難支援制度
−災害時の避難支援のため、高齢者や障がい者の名簿を作成します−

　福祉課　高齢福祉係　☎777−3112（内線128・129・132）

隣近所など
地域の助け合いが

大切です！

� 市報 みなみ魚沼
平成21年6月15日発行



経　過
　国道17号浦佐バイパスについては、マスコミ等で報道されているとおり、費用便益比（B／ C）※の値が「1」
を下回り「0.9」となったため、平成21年度の事業執行を当面見合わす旨の発表がありました。
　費用便益比＝B／ Cとは、その道路を整備することにより得られる経済効果をお金に換算して数値化したも
のです。国は、経済効果が整備費用を上回ることを事業実施の前提としているため、B／ Cの値が1を下回ると、
効果が低い事業とみなします。

浦佐バイパスの重要性
　道路整備の効果としては、費用便益比に用いられる3便益以外にも沿道環境の改善、災害時の代替路確保、交
流機会の拡大、新規立地に伴う生産増加や雇用・所得の増大など多種多様な効果があります。浦佐バイパスは、
国の幹線道路としての役割だけでなく、地域のまちづくりの骨格形成を担う道路として位置づけられています。
　すでに浦佐バイパスの計画沿線には、医療保健福祉施設、教育関連施設、都市基盤施設間の連携や交流を進め
てそれぞれの機能を高め、医療・高等教育ゾーンとしての役割を果たす施策が展開されています。さらに、近接
するエリアには、平成27年開院を目指す魚沼基幹病院（仮称）や、水の郷工業団地（魚沼市）の建設計画が進
んでおり、これらの機能を発揮するためのアクセス道路としても重要な路線であるといえます。

今後の取り組み
　国土交通省では、コスト縮減など事業内容の見直しを行う
とともに、「走行時間短縮」「走行経費減少」「交通事故減少」
3便益以外の多様な効果に係わる評価手法の検討も行い、再
評価を実施して事業継続の可否を決定するとしています。
　南魚沼市は、魚沼市と構成する「一般国道17号浦佐バイ
パス整備促進期成同盟会」を通して、国、新潟県など関係機
関へ事業継続と早期完成を強く要望していきます。

大平魚沼市長とともに国土交通省事務次官へ要望書提出

浦佐バイパス　L＝6.6㎞

H13.3  2/2供用
L＝1.12㎞

新浦佐大橋（仮称）
L＝682ｍ

水無川橋（仮称）
L=161ｍ

（
起
）南
魚
沼
市
市
野
江
甲

（
終
）魚
沼
市
虫
野

三用川橋（仮称）
L=55ｍ

17

浦佐
駅

魚野川

関越
自動
車道

水
無
川

※費用便益比（B/C）とは

◦走行時間短縮便益
◦走行経費減少便益
◦交通事故減少便益

便益（B）

◦事業費
◦維持管理費

費用（C）

÷

�便益（B）　�道路整備によってもたらされる次の便益を
お金に換算したもの

・走行時間短縮便益…到着時間が短縮される�
・走行経費減少便益…�ガソリン等の消費が少なくなる�
・交通事故減少便益…交通事故が減少する�
費用（C）　道路の整備と維持管理に要する費用

国道17号浦佐バイパス
事業継続・早期完成に取り組みます
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社
会
福
祉
法
人
等
か
ら
提
供
さ

れ
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
の
う
ち
、
低
所
得
で
特
に
生
計

が
困
難
な
方
に
対
し
て
、
利
用
者

負
担
を
一
定
の
割
合
で
軽
減
す
る

制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

◦
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

◦
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

◦�

短
期
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

◦
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所�

�

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
）

※�

介
護
予
防
を
行
っ
て
い
る
事
業

所
は
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
も

対
象
に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る

社
会
福
祉
法
人
等

◦�

南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
大
和
・
六
日
町
・
塩
沢
訪
問

介
護
事
業
所
）

◦�

南
魚
沼
福
祉
会
（
み
な
み
園
、

ま
い
こ
園
、
ゆ
の
さ
と
園
、
つ

む
ぎ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
）

◦�

若
葉
会
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ゆ
き

つ
ば
き
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
つ
ば

き
園
）

◦�

魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
組
合
（
八
色
園
等
）

◦�

雪
国
ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア
（
マ
イ

ト
ー
ラ
等
）

◦
苗
場
福
祉
会（
こ
こ
ろ
の
杜
等
）

軽
減
対
象
者

　

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者

で
、
世
帯
の
年
間
収
入
、
預
貯
金
、

扶
養
等
の
要
件
を
満
た
す
方
の
う

ち
、
特
に
生
計
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る
方

軽
減
す
る
額

◦�

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
額

の
28
％
（
老
齢
福
祉
年
金
受
給

者
は
53
％
）

◦�

食
費
、
居
住
費
、
滞
在
費
の

25
％
（
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

は
50
％
）

申
請

　

軽
減
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
福

祉
課
窓
口
で
申
請
が
必
要
で
す
。

　

福
祉
課　

介
護
保
険
係

�

☎
7
7
7

│

3
1
1
2

　
日
ご
ろ
介
護
に
疲
れ
を
感
じ
て

い
た
り
、
認
知
症
の
症
状
へ
の
対

応
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

午
前
は
、
市
と
南
魚
沼
地
域
振

興
局
と
の
共
催
で
認
知
症
に
関
す

る
公
開
講
座
を
開
催
い
た
し
ま

す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

認
知
症
ケ
ア
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
、
地
域
で
の
支
え
あ
い
な
ど
に

関
心
の
あ
る
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

午
後
は
、
市
主
催
で
、
在
宅
で

介
護
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
介

護
者
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
前
回

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
自
分

だ
け
で
な
い
」「
少
し
気
持
ち
が

楽
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

7
月
9
日
㈭　

10
時
か
ら

�

（
受
付
9
時
よ
り
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル�

�

さ
わ
ら
び

�

（
大
和
公
民
館
と
な
り
）

　

南
魚
沼
市
浦
佐
5
1
7
5

│

1

午
前
の
部

　

講�

演　
「
最
愛
の
家
族
が
認
知

症
に
な
っ
た
と
き　

〜
若
年

認
知
症
の
妻
と
生
き
る
〜
」

　

講�

師　
若
年
認
知
症
ぐ
ん
ま
家

族
会
副
会
長
（
群
馬
県
議
会

議
員
）　

大
沢　

幸
一　

氏

　
　

�

著
書
「
妻
が
若
年
認
知
症
に

な
り
ま
し
た
」（
講
談
社
）

午
後
の
部

　

�

介
護
者
交
流
の
場「
ひ
な
げ
し
」

�

（
昼
食
、
座
談
会
ほ
か
）

　

5
0
0
円

　

�

※�

交
流
会
に
昼
食
を
か
ね
て
参

加
さ
れ
る
方
の
み

　

6
月
26
日
㈮

　

�　

必
ず
事
前
に
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
　

◦
福
祉
課　

包
括
支
援
係　
　
　

�

☎
7
7
7

│

3
1
1
2

◦�

六
日
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー�

☎
7
7
3

│

6
6
7
5

◦
塩
沢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
7
8
2

│

0
2
5
2

◦
大
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�
☎
7
7
7

│

2
1
1
1

●
利
用
で
き
る
方

◦
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

◦�

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯
※�

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◦��

平
成
21
年
度
市
民
税
所
得
割
の

課
税
世
帯

◦�

6
か
月
以
上
病
院
に
入
院
、
ま

た
は
老
人
施
設
に
入
所
し
て
い

る
方

●
実
施
月

　

8
月
（
年
1
回
の
実
施
で
す
）

●
経
費

　

実
費
の
2
割
を
自
己
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
請

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
福
祉
課
ま

た
は
民
生
児
童
委
員
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

7
月
17
日
㈮

●
そ
の
他

　

寝
具
は
、
業
者
が
回
収
配
達
を

し
ま
す
。

　

福
祉
課　

高
齢
福
祉
係�

�

☎
7
7
7

│

3
1
1
2

〜
介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ
〜

社
会
福
祉
法
人

�
等
に
よ
る 

利
用
者
負
担
軽
減
制
度

認
知
症
の
方
や
そ
の
介
護
者
を
地
域
で

支
え
る
た
め
の
公
開
講
座
と
介
護
者
交
流
会

高
齢
者
の
寝
具
洗
濯
・

乾
燥
・
消
毒
サ
ー
ビ
ス

の
お
知
ら
せ
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六
日
町
・
塩
沢
地
域
の
方
へ

古
布
の
分
別
の
お
願
い

　

今
年
度
か
ら
、
資
源
ご
み
の
古

布
の
回
収
は「
綿
1
0
0
％
の
み
」

と
な
り
ま
し
た
が
、
分
別
が
徹
底

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

綿
1
0
0
％
以
外
は
可
燃
ご
み

で
す
。
7
月
以
降
、
分
別
が
徹
底

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
収
集
し

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。（
ボ
タ
ン
や
フ
ァ

ス
ナ
ー
な
ど
が
付
い
た
も
の
は
、

切
り
取
る
な
ど
し
て
、
可
燃
・
不

燃
に
分
別
し
て
く
だ

さ
い
）

　

廃
棄
物
対
策
課

　
　
　

廃
棄
物
対
策
係

�

☎
7
8
2

│

0
3
3
9

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に

Ｃ
Ｏ
2
削
減　

ラ
イ
ト

ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

�「
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン�

�

2
0
0
9
」

　

環
境
省
で
は
、
温
暖
化
防
止
の

た
め
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
家

庭
の
電
気
を
消
し
て
い
た
だ
く
よ

う
呼
び
か
け
る
「
Ｃ
Ｏ
2
削
減
／

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
馴

れ
た
一
般
の
方
々
に
た
い
し
て
、

日
ご
ろ
い
か
に
照
明
を
使
用
し
て

い
る
か
を
実
感
し
て
も
ら
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
関
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
→�

�
http://coolearthday.jp/
）

　

環
境
交
通
課　

環
境
交
通
班

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
6

廃
天
ぷ
ら
油

回
収
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
地
球
温
暖
化
の
防
止
と

資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、

毎
月
第
4
木
曜
日
、
午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
、本
庁
舎
、

大
和
・
塩
沢
庁
舎
、
環
境
衛
生
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
廃
天
ぷ
ら
油
の
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。
第
4
木
曜
日
以

外
は
各
庁
舎
に
持
ち
込
み
し
な
い

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
課

　
　
　

廃
棄
物
対
策
係

�

☎
7
8
2

│

0
3
3
9

中
学
生

英
語
合
宿
募
集

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・�

�

ビ
レ
ッ
ジ
（
中
学
生
向
け
）

　

夏
休
み
の
2
日
間
を
外
国
の
人

た
ち
と
一
緒
に
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

�　

英
語
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

　

8
月
5
日
㈬
〜
6
日
㈭

　

国
際
大
学
・

　
　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

　

市
内
中
学
生　

40
人
程
度

　

4
、1
0
0
円

　

�（
2
日
間
の
食
費
・
保
険
料
等

一
切
の
経
費
を
含
む
）

　

7
月
10
日
㈮

●�

そ
の
他　
「
開
催
要
項
（
申
込

書
）」は
、各
学
校
に
あ
り
ま
す
。

�　

学
校
教
育
課　

学
校
指
導
係

�

☎
7
7
7

│

3
1
1
8

小
学
生

国
際
交
流
会
募
集

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・�

�

ビ
レ
ッ
ジ
（
小
学
生
向
け
）

　

外
国
の
人
た
ち
と
一
緒
に
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か

�　

留
学
生
と
の
交
流
活
動
、
ア

ウ
ト
ド
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

　

8
月
25
日
㈫

　

国
際
大
学
・

　
　

八
色
の
森
公
園　

ほ
か

　

市
内
小
学
生
5
・
6
年
生�

�

　

80
人
程
度

　

2
、2
0
0
円

　

�（
昼
食
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
保

険
料
等
一
切
の
経
費
を
含
む
）

　

7
月
10
日
㈮

●�

そ
の
他　
「
開
催
要
項
（
申
込

書
）」は
、各
学
校
に
あ
り
ま
す
。

�　

学
校
教
育
課　

学
校
指
導
係

�

☎
7
7
7

│

3
1
1
8

ヤ
ン
グ
プ
ラ
ザ
南
魚
沼

ゆ
か
た
着
付
け
教
室
募
集

　

最
近
は
い
ろ
い
ろ
な
着
方
が
あ

る
よ
う
で
す
が
、
基
本
が
で
き
て

か
ら
こ
そ
粋
に
着
こ
な
せ
る
の
で

す
。

　

①　

7
月
7
日
㈫

　
　

②　

7
月
13
日
㈪

　
　

両
日
と
も
午
後
7
時
か
ら

　

中
央
公
民
館（
市
民
会
館
内
）

�

2
階
和
室

　

①�　

基
本
的
な
帯
結
び
（
文

庫
結
び
）
を
マ
ス
タ
ー

　
　

②�　

変
わ
り
結
び
・
ア
レ
ン

ジ
結
び
に
挑
戦

　

各
回
5
0
0
円

　

12
名

�　

16
歳
か
ら
40
歳
く
ら
い
ま
で

の
女
性
（
高
校
生
は
不
可
）

　

桑
原　

達
子　

さ
ん

●�

持
ち
物　
浴
衣
、
半
幅
帯
、
腰

ひ
も
2
本
、
伊
達

締
め
、
タ
オ
ル
、

す
そ
よ
け

　

7
月
2
日
㈭

　

電
話
で
中
央
公
民
館
へ

　

社
会
教
育
課　

生
涯
学
習
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
1
0

「
魚
野
川
河
川
敷
美
化 

 

運
動
」
参
加
者
募
集

　

ふ
れ
あ
い
魚
野
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
協
議
会
は
、
六
日
町
大
橋

東
側
河
川
敷
の
花
壇
の
草
取
り
、

ご
み
拾
い
な
ど
の
作
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ま

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

注
意
事
項　
損
害
保
険
等
の
加

入
は
な
い
の
で
、
個
人
責
任
で

参
加
で
き
る
方

　

6
月
27
日
㈯　

午
前
7
時
〜

�　

六
日
町
大
橋
（
坂
戸
側
）�

�

河
川
敷

　

建
設
課　

維
持
管
理
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
7
4

燃えるゴミ

●�

ブ
ラ
ッ
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

�

2
0
0
9

　
6
月
21
日
㈰　
20
時
〜
22
時

●
七
夕
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

　
7
月
7
日
㈫　
20
時
〜
22
時

　
全
国
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設

や
各
家
庭
の
電
気
を
一
斉
に
消

す
こ
と
を
広
く
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

C
O
2
削
減

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
6
月
20
日
㈯
〜
7
月
7
日
㈫
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車　

無
料

●
市
営　
吉
里
団
地
87
号

募　

1
戸　
（
3
Ｄ
Ｋ
）

構　

木
造
高
床
式
2
階
建

家　
1
8
、1
0
0
〜
3
5
、5
0
0
円

車　

無
料

●
市
営　
舞
子
団
地
Ｂ

│
2
0
1
号

募　

1
戸　

2
階
（
2
Ｄ
Ｋ
）

構　

鉄
筋
4
階
建

家　
2
1
、5
0
0
〜
4
2
、2
0
0
円

車　
2
、0
0
0
〜
3
、0
0
0
円
／
1
台

募�
→�

募
集
戸
数

構�
→�
構
造

家�

→�
家
賃

車�

→�

駐
車
料

公
営
住
宅 

入
居
者
募
集

六
日
町
地
域

●
県
営　
学
校
町
住
宅
1
3
2
号

募　

1
戸　

3
階
（
3
Ｄ
Ｋ
）

構　

鉄
筋
3
階
建

家　
2
3
、3
0
0
〜
4
5
、9
0
0
円

車　

2
、9
0
0
円
／
1
台

●
市
営　
西
泉
田
住
宅
1
号
棟

募　

2
戸

　
　

5
0
1
号　

5
階（
3
Ｄ
Ｋ
）

　
　

5
0
5
号　

5
階（
3
Ｄ
Ｋ
）

構　

鉄
筋
5
階
建

家　
1
3
、8
0
0
〜
2
7
、2
0
0
円

車　

2
、4
0
0
円
／
1
台

●
市
営　
西
泉
田
住
宅
2
号
棟�

�

2
3
2
号

募　

1
戸　

3
階
（
3
Ｄ
Ｋ
）

構　

鉄
筋
3
階
建

家　
1
6
、4
0
0
〜
3
2
、3
0
0
円

車　

2
、4
0
0
円
／
1
台

●
市
有　
東
泉
田
住
宅
3

│

5
号

募　

1
戸
（
3
Ｋ
）

構　

簡
易
耐
火
造
2
階
建

家　
1
0
、3
0
0
〜
2
0
、3
0
0
円

車　

無

大
和
地
域

●
市
営　
天
王
町
団
地
3
0
1
号

募　

1
戸　

3
階
（
3
Ｄ
Ｋ
）

構　

鉄
筋
3
階
建

家　
1
8
、2
0
0
〜
3
5
、8
0
0
円

車　

2
、3
0
0
円
／
1
台

●
市
営　
大
崎
団
地
2
0
4
号

募　

1
戸　

2
階
（
3
Ｄ
Ｋ
）

構　

鉄
筋
3
階
建

家　
1
4
、6
0
0
〜
2
8
、8
0
0
円

車　

1
、7
0
0
円
／
1
台

●
市
有　
天
王
町
住
宅
2

│

3
号

募　

1
戸　
（
3
Ｄ
Ｋ
）

構　

簡
易
耐
火
造
2
階
建

家　
1
1
、7
0
0
〜
2
3
、0
0
0
円

車　

無
塩
沢
地
域

●
市
営　
北
原
団
地
45
号

募　

1
戸　
（
3
Ｄ
Ｋ
）

構　

木
造
高
床
式
2
階
建

家　
1
8
、2
0
0
〜
3
5
、7
0
0
円

車　

無
料

●
市
営　
吉
里
団
地
79
号

募　

1
戸　
（
3
Ｄ
Ｋ
）

構　

木
造
高
床
式
2
階
建

家　
1
9
、6
0
0
〜
3
8
、5
0
0
円

車　

無
料

●
市
営　
吉
里
団
地
80
号

募　

1
戸　
（
3
Ｄ
Ｋ
）

構　

木
造
高
床
式
2
階
建

家　
1
9
、2
0
0
〜
3
7
、6
0
0
円

　

新
潟
県
住

宅
供
給
公
社

で
は
、
平
成

21
年
度
募
集

を
先
着
順
で

受
け
付
け
て

い
ま
す
。

●
募
集
区
画
数　
28
区
画

�（
2
4
5
・
85
平
方
メ
ー
ト
ル
〜
）

●
募
集
価
格　
6
5
5
万
円
〜

●
支
援
制
度

　

◦
住
宅
建
設
支
援�

�

（
上
限
1
5
0
万
円
）

　

◦
宅
地
購
入
支
援�

�

（
融
雪
設
備
50
万
円
）

　

◦�

Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
向

け
助
成
金
（
購
入
す
る
宅
地

面
積
1
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た

り
3
、0
0
0
円
を
助
成
）

★�

右
記
、
支
援
制
度
を
受
け
る
に

は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
潟
県
住
宅
供
給
公
社

　
　
　

業
務
課

�
☎
0
2
5

│

2
8
5

│

6
1
1
1

　
　

財
政
課　

用
地
管
財
班�

�

☎
7
7
3

│

6
6
7
1

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン

八
色
団
地

分
譲
受
付
中

▼
家
賃
算
定

　

収
入
に
応
じ
て
決
定

▼
敷
金　
家
賃
の
3
か
月
分

▼
公
募
期
間　
6
月
30
日
㈫

　
　
　
　

午
後
5
時
15
分
ま
で

▼
入
居
者
資
格

　

◦
同
居
す
る
親
族
が
い
る

　

◦
住
宅
事
情
に
困
っ
て
い
る

　

◦�

収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

　

◦
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼�
駐
車
場　
各
団
地
の
区
画
数

に
よ
り
一
世
帯
1
台
の
み
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
入
居
可
能
時
期

　

8
月
上
旬
以
降

選
考
方
法
　

募
集
戸
数
を
超

え
た
場
合
は
、
住
宅
委
員
会

の
意
見
を
聞
い
て
選
考

申
込
説
明
会
　

6
月
22
日
㈪

　

午
後
7
時
〜
本
庁
舎
2
Ｆ
大

会
議
室
（
希
望
者
の
み
）

　

都
市
計
画
課　

施
設
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
2

　

5
月
15
日
、
東
京
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
に
て
春
の
叙
勲
「
瑞
宝

単
光
章
」
の
伝
達
式
が
あ
り
、

皇
居
で
の
拝
謁
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

　

塩
沢
織
物
産
地
に
お
い
て
伝

統
技
術
・
技
法
を
継
承
す
る
伝

統
工
芸
士
で
あ
る
、
小
河
正
義

氏
（
小
栗
山
）
が
、
受
賞
の
栄

に
輝
き
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
技
術
・
技
法

の
研
讚
に
努
め
る
一
方
、
産
地

振
興
の
た
め
に
最
大
の
課
題
で

あ
る
後
継
者
の
指
導
育
成
に
貢

献
し
、
産
地
製
品
の
品
質
の
向

上
に
寄
与
し
た
功
績
に
よ
る
も

の
で
す
。

春
の
叙
勲

「
瑞
宝
単
光
章
」
受
賞

�

小
河�

正
義�

氏
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労
働
保
険
の
年
度
更
新

手
続
き
は
お
早
め
に

　

事
業
主
の
皆
様
労
働
保
険
の
年

度
更
新
手
続
き
は
お
済
み
で
し
ょ

う
か
。
申
告
書
の
提
出
と
保
険
料

の
納
付
は
、
7
月
10
日
㈮
が
期
限

で
す
。
ま
だ
、
お
済
み
で
な
い
方

は
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
年
度
更
新
手
続
き
は
、

今
年
度
か
ら
6
月
1
日
〜
7
月
10

日
で
行
い
ま
す
。

　

小
出
労
働
基
準
監
督
署

�

☎
0
2
5

│

7
9
2

│

0
2
4
1

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

�

☎
7
7
2

│

3
1
5
7

警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

南
魚
沼
市
の

犯
罪
発
生
情
報

　

今
年
の
4
月
末
現
在
で
、
市
内

で
は
昨
年
を
13
件
下
回
る
1
6
4

件
の
犯
罪
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
て
さ
ら
に
防
犯
活
動
を
強
化

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

犯
罪
率　
「
犯
罪
率
」
と
は
、

人
口
1
、0
0
0
人
当
た
り
の
犯

罪
発
生
件
数
で
す
。
人
口
規
模
が

異
な
る
市
町
村
の
犯
罪
を
比
較
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
南
魚
沼
市

は
県
内
で
6
番
目
に
高
い
犯
罪
率

（
4
月
末
）
で
す
。

　

1
位　

湯
沢
町　

13
・
8

　

2
位　

新
潟
市　

3
・
5

　

6
位　

南
魚
沼
市　

2
・
6

カ
ギ
掛
け
の
徹
底

　

南
魚
沼
署
管
内
は
、
自
動
車
、

バ
イ
ク
、
自
転
車
の
カ
ギ
を
掛
け

な
い
で
被
害
に
遭
っ
た
割
合
が
高

く
、
カ
ギ
を
掛
け
る
こ
と
で
被
害

を
か
な
り
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
カ
ギ
掛
け
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。振り

込
め
詐
欺
に
注
意

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
は
、

◦�

手
口
や
ポ
イ
ン
ト
を
知
っ
て
い

た
。�

約
7
割　

◦�

自
分
は
被
害
に
遭
わ
な
い
と

思
っ
て
い
た
。�
約
8
割　

　
「
私
の
家
は
お
金
が
な
い
か
ら

大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
る
方
は
、

要
注
意
で
す
。

◦�

20
〜
40
歳
代
が
被
害
者
と
な
る

架
空
請
求
詐
欺
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
ポ
イ
ン
ト

　
「
疑
っ
て
」、「
ま
ず
は
確
認
」、

そ
し
て
「
振
り
込
ま
な
い
こ
と
」

で
す
。
お
金
を
振
り
込
む
前
に
、

家
族
、
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　

南
魚
沼
警
察
署

�

☎
7
7
0

│

0
1
1
0

﹁
河��

川
・
海
岸
愛
護
月
間
﹂�

推
進
ポ
ス
タ
ー
募
集

　

県
で
は
、毎
年
7
月
を
「
河
川
・

海
岸
愛
護
月
間
」
と
定
め
て
い
ま

す
。
河
川
・
海
岸
の
清
掃
美
化
活

動
な
ど
を
通
し
て
、
美
し
く
親
し

み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
、
進
め

て
い
ま
す
。
河
川
・
海
岸
愛
護
意

識
の
啓
発
を
目
的
に
、
小
・
中
学

生
を
対
象
に
推
進
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・
　

地
域
整
備
部　

庶
務
課

�

☎
7
7
2

│

3
9
5
2

空��

気
も
お
い
し
い
飲
食
店

募
集

　

県
で
は
、
積

極
的
に
禁
煙
な

ど
の
た
ば
こ
対

策
に
取
り
組
ん

で
い
る
飲
食
店

を
「
健
康
づ
く
り
支
援
店
（
禁
煙

分
煙
部
門
）」
と
し
て
登
録
し
、

ス
テ
ッ
カ
ー
を
お
配
り
し
て
い
ま

す
。

　

公
共
施
設
に
は
普
及
し
て
き
た

た
ば
こ
対
策
で
す
が
、
飲
食
店
で

の
取
り
組
み
は
遅
れ
て
お
り
、「
た

ば
こ
の
煙
を
不
快
に
感
じ
な
が
ら

も
言
い
出
せ
な
い
」
と
い
っ
た
利

用
者
の
声
を
耳
に
し
ま
す
。

　

一
方
、
対
策
を
と
っ
て
い
る
お

店
か
ら
は
、「
店
内
が
き
れ
い
に

な
っ
た
。」「
昼
の
営
業
時
間
を
禁

煙
に
し
た
ら
子
ど
も
連
れ
の
お
客

様
が
増
え
た
。」
な
ど
好
評
で
す
。

　

お
客
様
の
健
康
に
ま
で
配
慮
し

て
い
る
ご
自
慢
の
お
店
を
、
よ
り

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く

チ
ャ
ン
ス
で
す
！

　

飲
食
店
か
ら
の
「
健
康
づ
く
り

支
援
店
」
へ
の
申
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
た
ば
こ
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
お
店
を
ご

存
じ
の
方
は
、
情
報
の
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.kenko-niigata.

�
com
/21/

　

健
康
福
祉
環
境
部

　
　
　

地
域
保
健
課

�

☎
7
7
2

│

8
1
3
7

�

7
7
2

│

2
1
9
0

ngt111630@
pref.niigata.lg.jp

犬��

の
し
つ
け
方
教
室�

参
加
者
募
集

　

生
後
1
年
ま
で
の
子
犬
を
対
象

に
、
し
つ
け
等
の
基
礎
か
ら
わ
か

り
や
す
く
訓
練
し
ま
す
。
全
5
回

コ
ー
ス
に
な
っ
て
お
り
、
1
日
だ

け
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

7
月
5
日
、
12
日
、
19
日
、

　
　

26
日
、
8
月
2
日

�

（
全
5
回
、
日
曜
日
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
10
時（
予
定
）

　

南
魚
沼
保
健
所
駐
車
場　

他

�　

生
後
1
年
以
内
程
度
の
子
犬

（
そ
れ
以
外
の
犬
に
つ
い
て
は

要
相
談
）

　

無
料

　

�　

但
し
動
物
愛
護
協
会
へ
の
入

会
が
必
要

　

◦
動
物
愛
護
協
会
会
費

　
　

一
般
会
員　

2
、0
0
0
円

　
　

賛
助
会
員　

1
、0
0
0
円

　

20
組

　

6
月
26
日
㈮

�　

動
物
愛
護
協
会　

南
魚
沼
支

部
事
務
局（
南
魚
沼
保
健
所
内
）

�

☎
7
7
2

│

8
1
4
3

新
潟
県
南
魚
沼

地
域
振
興
局
か
ら
の

お
知
ら
せ
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特
設
人
権
相
談
所

相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守

①�　

家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
結

婚
・
離
婚
・
相
続
等
）
親
族
間
、

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
悩
み
ご

と
な
ど
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
。

②�　

い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題

●
相
談
日
時　
午
後
1
時
〜
4
時

◦
7
月
8
日
㈬

　

　

市
民
会
館

◦
7
月
9
日
㈭

　

　

塩
沢
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
相
談
担
当　
人
権
擁
護
委
員

　
　

南
雲　
　

勇
〔
山
口
〕

�

☎
7
7
5

│

2
3
3
5

　
　

水
落
東
洋
子
〔
五
日
町
〕�

�

☎
7
7
6

│

2
9
8
3

　
　

栗
田　

ス
ミ
〔
宮
〕

�
☎
7
7
4

│

2
0
0
5

　
　

若
山　

文
雄
〔
六
日
町
〕

�

☎
7
7
3

│

6
5
4
0

　
　

貝
瀬　

幸
子
〔
吉
山
新
田
〕

�

☎
7
8
2

│

9
5
0
3

　
　

羽
吹　

道
於
〔
君
沢
〕

�

☎
7
8
3

│

2
5
1
0

　
　

笛
木　

健
作
〔
栃
窪
〕

�

☎
7
8
2

│

3
8
7
8

　
　

貝
瀬　

一
夫
〔
長
崎
〕

�

☎
7
8
2

│

2
2
8
8

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

様
々
な
理
由
か
ら
家
庭
で
生
活

で
き
な
い
子
ど
も
を
家
族
の
一
員

と
し
て
温
か
く
迎
え
、
養
育
し
て

く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

�

新
潟
県
里
親
会　

魚
沼
支
部

　

南
魚
沼
児
童
相
談
所

�

☎
7
7
0

│

2
4
0
0

「
子
ど
も
の
人
権

 
1
1
0
番
」
強
化
週
間

　

新
潟
地
方
法
務
局
お
よ
び
新
潟

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

6
月
28
日
㈰
か
ら
7
月
4
日
㈯
ま

で
を「
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」

強
化
週
間
と
し
て
、
法
務
局
職
員

ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
子
ど
も

の
人
権
に
関
す
る
電
話
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
㈯
・
㈰
も
相
談
に

応
じ
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

相
談
内
容　
い
じ
め
や
虐
待
な

ど
、
広
く
子
ど
も
の
人
権
に
関

す
る
こ
と

�

☎
0
1
2
0

│

0
0
7

│

1
1
0

●
相
談
日
時

◦
6
月
28
日
㈰
・
7
月
4
日
㈯

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

◦
6
月
29
日
㈪
〜
7
月
3
日
㈮

　
　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

※
IP
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

　

法
務
局　

南
魚
沼
支
局

�

☎
7
7
2

│

3
7
4
2

　

法
務
局　

南
魚
沼
支
局

�

☎
7
7
2

│

3
7
4
2

大
和
町
商
品
券 

2
0
0
9

プ
レ
ミ
ア
セ
ー
ル

　

大
和
町
商
品
券
共
同
組
合
で
は
、

プ
レ
ミ
ア
セ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

※�

詳
細
は
7
月
1
日
の
折
込
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
販
売
期
間

　

7
月
1
日
よ
り
完
売
す
る
ま
で

●
販
売
額　
4
0
0
万
円

●�

販
売
方
法　

2
0
、0
0
0
円

の
商
品
券
に
、
1
、0
0
0
円

の
商
品
券
の
オ
マ
ケ
つ
き

●
限
度
額　
一
人
に
つ
き
10
万
円

�

（
使
用
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

大
和
町
商
品
券
共
同
組
合　

　
　
　

大
和
商
工
会
内

�

☎
7
7
7

│

3
5
0
0

八
海
山
お
お
く
ら
の
森

第
6
回
ブ
ナ
林
コ
ン
サ
ー
ト

　

八
海
山
大
倉
口
ブ
ナ
林
に
て
演

奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
ブ
ナ
林
に

響
く
フ
ル
ー
ト
と
小
鳥
の
さ
え
ず

り
の
競
演
や
、
風
渡
る
初
夏
の
ブ

ナ
林
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

6
月
21
日
㈰

　
　

午
後
1
時
〜
3
時
頃

　

八
海
山
お
お
く
ら
の
森

　
　
　

ブ
ナ
林
ス
テ
ー
ジ

※
雨
天
の
場
合
は
大
倉
せ
せ
ら
ぎ

●
出
演

　

吉
原
り
え
（
フ
ル
ー
ト
）
ほ
か

　

5
0
0
円（
小
学
生
以
下
無
料
）

　

お
お
く
ら
の
森
協
議
会�

�

（
大
倉
口
里
宮
「
丸
山
屋
」）

�

☎
7
7
9

│

2
8
8
7

塩
沢
夏
ま
つ
り
に

花
火
を
上
げ
よ
う

　

塩
沢
夏
ま
つ
り
大
花
火
大
会
に

結
婚
祝
、
入
学
祝
、
誕
生
祝
、
還

暦
の
祝
い
な
ど
の
記
念
に
花
火
を

打
ち
上
げ
ま
せ
ん
か
。
今
年
度
は�

7
月
16
日
㈭
7
時
45
分
か
ら
で
す
。

　

6
月
22
日
㈪

　

塩
沢
商
工
会

�

☎
7
8
2

│

1
2
0
6

第
12
回
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

試
験
と
『
受
験
の
手
引
き
』
配
布

　

10
月
25
日
㈰

�

午
前
10
時
よ
り
（
全
国
一
律
）

　

受
験
票
に
記
載
し
ま
す

●�

資
料
配
布
場
所　
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
小
栗
山
3
0
3

│

1�
�　

福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ら
ゆ
り
内
）

●
資
料
配
布
期
間

　

7
月
1
日
㈬
か
ら
7
月
24
日
㈮

　

※
指
定
日
以
外
の
配
布
は
不
可

�　

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会　

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受

講
試
験
実
施
本
部

�

☎
0
2
5

│

2
8
1

│

5
5
2
6

�

0
2
5

│

2
8
1

│

5
5
2
9

六日町地区塩沢地区

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

　

子
育
て
の
わ
（
輪
・
和
・
話
）

を
ひ
ろ
げ
よ
う
！　
気
楽
に
参
加

し
て
み
て
ね
。

五
十
沢
地
区
「
そ
だ
ち
学
級
」

　

6
月
20
日
㈯

　

五
十
沢
開
発
セ
ン
タ
ー

　

な
か
よ
く
遊
ぼ
う
！

大
和
地
域
「
そ
だ
ち
学
級
」

　

6
月
26
日
㈮

　

大
和
公
民
館

�　
は
じ
め
ま
し
て
！

（
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
歌
・
体
操
）

　

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

�

☎
7
7
3

│

6
6
1
1

�
ikusei@

ap.w
akw
ak.com

★
時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

★
受
付　
午
前
9
時
30
分
開
始

★�

対
象　
0
〜
3
才
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
な
ど
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大

歓
迎
で
す
。

★�

料
金　
無
料
。
た
だ
し
、
保
険

料
と
し
て
一
人
10
円
の
ご
負
担

を
お
願
い
し
ま
す
。

★�

申
込
み　
不
要
で
す
。
動
き
や

す
い
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　
教
室
を
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中
で

す
。

＊　共　通　事　項　＊
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始
ま
っ
て
い
ま
す

長
期
使
用
製
品

安
全
点
検
制
度

　

4
月
1
日
か
ら
、
長
期
間
の
使

用
に
伴
い
生
ず
る
劣
化
（
経
年
劣

化
）に
よ
り
安
全
上
支
障
が
生
じ
、

特
に
重
大
な
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
多
い
9
品
目
の
「
特
定
保
守

製
品
」
に
つ
い
て
、「
長
期
使
用

製
品
安
全
点
検
制
度
」
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

特
定
保
守
製
品

◦
屋
内
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器

　

・
都
市
ガ
ス
用
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
用

◦
屋
内
式
ガ
ス
ふ
ろ
が
ま

　

・
都
市
ガ
ス
用
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
用

◦
石
油
給
湯
機

◦
石
油
ふ
ろ
が
ま

◦
密
閉
燃
焼
式
石
油
温
風
暖
房
機

◦
ビ
ル
ト
イ
ン
式
電
気
食
器
洗
機

◦
浴
室
用
電
気
乾
燥
機

　

こ
の
制
度
は
、
こ
れ
ら
9
品
目

の
製
造
・
輸
入
事
業
者
に
加
え
、

販
売
事
業
者
・
不
動
産
販
売
事
業

者
・
建
築
事
業
者
等
、
さ
ら
に
は

消
費
者
（
製
品
を
購
入
し
た
所
有

者
）
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
適
切
に
果
た
し
、
経
年
劣
化
に

よ
る
事
故
発
生
を
防
止
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

●�

購
入
後
に
所
有
者
登
録
し
て
、

適
切
な
時
期
に
点
検

　

消
費
者
自
身
に
よ
る
保
守
点
検

が
難
し
く
、
経
年
劣
化
に
よ
る
重

大
事
故
の
発
生
の
お
そ
れ
が
高
い

製
品
に
つ
い
て
、
製
造
・
輸
入
事

業
者
か
ら
消
費
者
等
へ
点
検
時
期

を
通
知
し
て
点
検
を
促
す
こ
と
に

よ
り
、
事
故
を
防
止
し
ま
す
。�

●�

特
定
保
守
製
品
を
買
っ
て
か
ら

点
検
を
受
け
る
ま
で　

�

①�
販
売
者
等
か
ら
点
検
制
度
の
説

明
を
受
け
ま
す
。

②�
所
有
者
票
を
返
送
し
、
所
有
者

登
録
を
行
い
ま
す
。

③�

点
検
時
期
が
来
る
と
、
製
造
・

輸
入
事
業
者
か
ら
通
知
が
届
き

ま
す
。

④�

点
検
を
依
頼
し
、
点
検
を
受
け

ま
す
。

⑤�

制
度
に
よ
る
点
検
は
有
料
で

す
。�

※�

点
検
に
は
点
検
料
金
が
か
か
り

ま
す
。
ま
た
、
点
検
の
結
果
、

整
備
・
修
理
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
は
、
別
途
料
金
が
か
か

り
ま
す
。

●�

消
費
者
の
皆
さ
ん
、
賃
貸
住
宅

の
大
家
の
皆
さ
ん
へ

　

制
度
に
よ
り
、
次
の
責
務
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦�

所
有
者
情
報
の
提
供
の
責
務

◦
点
検
等
の
保
守
の
責
務

　

メ
ー
カ
ー
に
所
有
者
登
録
を
行

う
こ
と
で
、
適
切
な
時
期
に
点
検

通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、
点
検
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
は
4
月
1
日

以
降
に
製
造
・
輸
入
さ
れ
た
製
品

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

日
よ
り
も
以
前
に
製
造
・
輸
入
さ

れ
た
製
品
に
つ
い
て
も
点
検
可
能

で
す
。
詳
し
く
は
メ
ー
カ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
取
引
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

販
売
事
業
者
・
不
動
産
販
売
事

業
者
・
建
築
事
業
者
等
の
「
特
定

保
守
製
品
取
引
事
業
者
」
に
は
、

制
度
に
よ
り
、
次
の
義
務
・
責
務

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦�

引
渡
時
の
、
所
有
者
情
報
登
録

や
点
検
等
保
守
に
つ
い
て
の
説

明
義
務

◦�

製
造
・
輸
入
事
業
者
へ
の
所
有

者
情
報
提
供
に
対
す
る
協
力
責

務

　

詳
し
く
は
、
経
済
産
業
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�http://w
w
w
.m
eti.

go.jp/product_safety/
consum

er/system
/01.htm

l�

　

商
工
観
光
課

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
5

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
皆
さ

ん
の
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま

す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
電

話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
）

�　

南
魚
沼
市
消
費
生
活
相
談
窓

口
「
南
魚
沼
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン

タ
ー
（
銭
淵
公
園
脇
）
内
」

�

☎
7
7
2

│

2
5
4
1

ト
キ
め
き
新
潟
大
会

（
第
9
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）

開
会
式
一
般
観
覧
者
募
集

　

6
月
25
日
㈭

か
ら
ト
キ
め
き

新
潟
大
会
（
第

9
回
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
）
開
会
式
の
一
般
観
覧
者
入
場

券
の
申
込
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

開
会
式
を
ご
観
覧
い
た
だ
く
た

め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
一
般
観
覧

者
入
場
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

10
月
10
日
㈯

●
日
程

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　

午
前
8
時
40
分　

　

式
典　

午
前
10
時

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　

午
前
11
時
41
分

�　

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
（
新
潟
市
中
央
区
）

●�

座
席
数　
約
5
、5
0
0
席（
車

い
す
席
、
情
報
保
障
席
を
含
み

ま
す
）

●
入
場
料��

無
料

●
受
付
期
間

　

6
月
25
日
㈭
〜
8
月
6
日
㈭

�

（
必
着
）

�　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申

込
み
、
ま
た
は
応
募
用
紙
の
郵

送
に
よ
る
申
込
み
の
い
ず
れ
か

の
方
法
。
申
込
者
が
多
数
の
場

合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。

�　

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
局　

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

課

�

☎
0
2
5

│

2
8
0

│

5
7
4
1

林
野
火
災
に
注
意

　

春
先
か
ら
引
き
続
き
、
山
火
事

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
林
野
内
の

野
焼
き
や
山
菜
採
り
な
ど
で
の
タ

バ
コ
等
火
気
の
取
扱
い
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

林
野
火
災
が
発
生
し
た
場
合

は
、
至
急
消
防
署
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　

総
務
課　

人
事
庶
務
班

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
0
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ス
ポ
ー
ツ
と
食
事
の

 
大
き
な
か
か
わ
り
」

講
習
会 
参
加
者
募
集

　

特
に
、
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
母

さ
ん
か
ら
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

7
月
5
日
㈰

　
　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

市
民
会
館

　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

�　

発
育
期
の
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け

る
栄
養
の
重
要
性

　

木
村
多
美
子
さ
ん（
栄
養
士
）

　

無
料

●�

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
6
月
30
日
㈫
ま
で
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

�　

社
会
教
育
課

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
3
0

�

7
7
2

│

8
1
6
1

　

市
体
育
協
会

　
　

競
技
力
向
上
委
員
会（
青
木
）

☎
0
9
0

│

5
3
2
5

│

0
3
0
9

「
第
5
回 

極
真
空
手
体
験

 

教
室
」
参
加
者
募
集

　

誰
で
も
で
き
る
空
手
流
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
運
動
不
足
解
消
の
き
っ

か
け
に
！

　

6
月
20
日
㈯

　
　

午
後
7
時
〜
9
時

　

サ
ン
ラ
イ
ズ
南
魚
沼　

2
階�

�

　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
持
ち
物

　

運
動
着
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

　

無
料

�　

不
要
。
み
な
さ
ん
誘
っ
て
参

加
く
だ
さ
い
。

　

市
体
育
協
会　

空
手
道
連
盟

　

青
木（
極
真
会
館
六
日
町
道
場
）

☎
0
9
0

│

6
7
9
4

│

6
3
7
3

全
国
一
斉
「
愛
の
献
血 

 
助
け
合
い
運
動
」

7
月
1
日
㈬
〜
31
日
㈮

　

皆
さ
ん
が
病
気
に
な
っ
た
り
、

事
故
を
起
こ
し
た
り
し
た
と
き
の

治
療
に
使
わ
れ
る
輸
血
用
血
液

は
、
す
べ
て
善
意
の
献
血
で
得
ら

れ
た
血
液
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
期
保
存
の
で
き
な
い
血
液
を

一
年
を
通
じ
て
安
定
供
給
す
る
た

め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
継
続
的

な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

献
血
ル
ー
ム
で
は
、
血
小
板
や

血
漿
と
い
っ
た
特
定
の
成
分
だ
け

を
採
血
す
る
成
分
献
血
も
行
っ
て

い
ま
す
。
全
血
献
血
に
比
べ
て
身

体
へ
の
負
担
が
軽
く
済
む
と
と
も

に
、
多
く
の
血
小
板
や
血
漿
を
献

血
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※�

血
液
製
剤
の
安
全
性
確
保
の
た

め
、
H
I
V
等
の
検
査
目
的
の

献
血
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

　

新
潟
県　

福
祉
保
健
部

　
　
　

医
務
薬
事
課

�

☎
0
2
5

│

2
8
0

│

5
1
8
7

骨こ
つ
粗そ

し
ょ
う
症し

ょ
うの
予
防
の
た
め

骨
量
を
測
定
し
ま
し
ょ
う

骨
健
診
受
診
者
募
集
！

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は

　
「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
は
、
骨
形

成
と
破
骨
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た

状
態
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る

と
、
骨
の
内
部
に
軽
石
や
ヘ
チ
マ

の
よ
う
な
ス
ポ
ン
ジ
状
の
小
さ
な

孔
が
多
数
開
い
て
ス
カ
ス
カ
に

な
っ
て
し
ま
い
、
転
ん
だ
拍
子
に

手
首
や
太
も
も
の
骨
が
簡
単
に
折

れ
た
り
、
腰
や
背
中
が
慢
性
的
に

痛
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
骨
粗
し
ょ
う
症
に
？

　

原
因
は
加
齢
に
伴
い
、
体
の
中

の
ホ
ル
モ
ン
が
変
化
す
る
た
め

に
、骨
量
が
減
少
し
ま
す
。
ま
た
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
不
足
や
食
物

か
ら
充
分
な
カ
ル
シ
ウ
ム
が
補
給

さ
れ
ず
、
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム

量
が
不
足
す
る
と
、
血
液
中
の
カ

ル
シ
ウ
ム
濃
度
を
一
定
に
保
つ
た

め
に
骨
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
が
溶
け

出
し
ま
す
。
こ
の
状
態
が
長
く
続

く
と
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
が
閉
経
後
の
女

性
に
多
く
見
ら
れ
る
原
因
は
、
カ

ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
て
骨
を

強
く
す
る
働
き
を
持
つ
女
性
ホ
ル

モ
ン
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）
の
分
泌

量
が
、
閉
経
前
後
か
ら
激
減
し
て

骨
量
が
減
少
す
る
た
め
で
す
。

　

腸
に
お
け
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
作
用
が
必

要
な
た
め
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
不
足

す
る
と
カ
ル
シ
ウ
ム
を
吸
収
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
喫
煙
、
飲
酒
、
カ
フ
ェ

イ
ン
・
食
塩
・
糖
分
の
摂
り
過
ぎ

も
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
減
ら

し
、排
泄
を
増
や
し
ま
す
。
ま
た
、

過
度
の
ス
ト
レ
ス
も
腸
で
の
カ
ル

シ
ウ
ム
吸
収
を
妨
げ
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
た
め

に
、ま
ず
自
分
の
骨
量
を
測
定
し
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
骨
健
診
日
程

　

8
月
〜
11
月
の
金
曜
日
午
後

　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

　
　
　

健
友
館

�　

腰
椎
及
び
大
腿
骨
の
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
と
、
そ
の
場
で
結
果

指
導
を
し
ま
す
。

�　

19
歳
〜
70
歳
女
性
。た
だ
し
、

妊
娠
･
授
乳
中
の
方
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

5
0
0
円

�　

電
話
ま
た
は
F
A
X
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

7
月
3
日
㈮

　

�　

後
日
、
日
程
を
調
整
し
申
込

者
に
個
人
通
知
い
た
し
ま
す
。

・
　

保
健
課　

成
人
保
健
係

�

☎
7
7
7

│

3
8
5
0

�

7
7
7

│

3
7
2
1

※�

F
A
X
で
申
し
込
ま
れ
る
方

は
、
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
・

電
話
番
号
を
お
書
き
く
だ
さ

い
。
初
め
て
と
い
う
方
を
優

先
し
ま
す
。
先
着
1
2
0
人

で
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

外
国
・
国
内
の
感
染
地
域
を
旅

行
後
、
発
熱
、
鼻
水
、
せ
き
、
吐

き
気
、
下
痢
な
ど
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
可
能
性
が
あ

る
場
合
は
、
医
療
機
関
（
休
日
救

急
診
療
所
含
む
）
で
は
な
く
市
の

相
談
窓
口
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　
☎
7
7
7

│

5
2
3
1
（
24
時
間
対
応
）
に
、

ま
ず
連
絡
（
電
話
）
し
て
く
だ
さ

い
。
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●公設民営・私立保育園　詳しくは各施設にお問い合わせください。

保育園名 電話番号 内　　容（日程） 時間　　　　　

上 町 773−6187
英語で遊ぼう 毎月第2木曜日

10：00 ～ 11：30
めごちゃん 毎月第4木曜日

め ぐ み 野 773−5257
にこにこデー 毎週火・木曜日

10：00 ～ 11：00おたのしみ会 毎月第2木曜日
お誕生会・身体測定 毎月最終木曜日

野 の 百 合 772−2627

身体測定 毎週月曜日

9：45 ～ 15：00
ひよこ学級 毎週火曜日
ひよこちゃんデー 毎週水・木曜日
お誕生会・給食試食会 毎月開催
マタニティサロン 毎週金曜日 13：30～15：00

わ か ば 778−2036
わくわくコーナー（園開放） 毎週水曜日

10：00 ～ 12：00
親子保育体験日 月2回

金 城

金城わかば
児 童 館

788−1661

782−5163

わくわくコーナー 毎週木曜日 10：00 ～ 12：00

自由来館 毎週月～土曜日
（水曜日午前は休館）

10：00 ～ 18：00
土曜は10：00～15：00まで

クライミングウォール講習会、親子料理教室、
アロマテラピー講座、ママヨガ教室、お話広
場、すくすくクラブ、みのりクラブなど。

各イベントとも予約が必要にな
ります。詳しくは施設にお問い
合わせください。

＊六日町幼稚園　☎772−4577でもいろいろな計画をしています。

月 日 曜日 保育園名 時　間 内　　　　容

7

1 水 三用  9：30 ～ 10：30 七夕飾り出来るかな
3 金 塩沢 10：00 ～ 11：00 水遊びを楽しむ
7 火 上長崎 10：00 ～ 11：00 自由遊びとお楽しみ
14 火 下長崎 10：00 ～ 11：00 水遊び
16 木 大木六 9：45 ～ 10：45 水遊び

22 水
三用  9：30 ～ 10：30

水遊び五日町 9：45 ～ 10：45
中 10：00 ～ 11：00

23 木
赤石

9：45 ～ 10：45 水遊び上原
石打

24 金
薮神北 9：30 ～ 10：30 水遊び（雨天…自由遊び）
余川 9：45 ～ 10：45 水遊び

28 火
大崎 10：00 ～ 11：00

水遊び
あおば 9：30 ～ 10：30

29 水

薮神南
9：45 ～ 10：45

水遊び
五日町
西五十沢

10：00 ～ 11：00
宮
上関 9：30 ～ 10：30

30 木
赤石

9：45 ～ 10：45 水遊び
上原

31 金
余川 9：45 ～ 10：45

水遊び
八幡 10：00 ～ 11：00

各
保
育
園
の
﹁
に
こ
に
こ
広
場
﹂
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

﹁
に
こ
に
こ
広
場
﹂
は
入
園
前
の
お
友
達
が
対
象
で
す
。

★
参
加
は
無
料
で
す
が
、
保
険
料
と
し
て
10
円
の
ご
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
お
問
い
合
わ
せ
は
各
保
育
園
に
直
接
お
願
い
し
ま
す
。

にこにこ広場 カレンダー

※ 水遊びは着替え、タ
オルの用意をお願い
します
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ディスポート南魚沼
㈶南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係

☎773−6620　 773−6955（月曜休館　※祝祭日等の場合は翌日）
http://www.6bun.jp/Disport/　 disport＠6bun.Jp

■日　時　6月28日㈰　12：00～13：30
■定　員　10人（事前の申し込みが必要です）
■入場料　300円（定期券利用可）
■受講料　スポパラ会員無料／非会員200円
※運動着・室内シューズ・タオルをご用意ください。

トレーニングマシン使用法講習会
　7月5日㈰に第2回着衣泳講
習会を行いますので、プールの
み午前10時から午後1時まで
となります。
　予めご了承ください。

ディスポート南魚沼営業時間変更のご案内

　7月1日より、管理人が常駐します。利用受付は、施設の管理棟でお願いします。
■問合せ　小栗山サンスポーツランド　☎772−7567

小栗山サンスポーツランド　利用料金（※市郡内の利用者）

テニスコート占用利用（１面）

１時間 ４時間 照明料
1時間

年券（１面） 備　　考

昼券 夜券 昼夜券 30分 以 内 の 利 用 は、1
時間料金の半額とします400円 1,400円 700円 18,000円 36,000円 51,000円

ゲートボール占用利用（１面）
１時間 ４時間 備　　考

30分以内の利用は、1時間料金の半
額とします600円 2,100円

ローラースケート個人利用（１人）
１回

300円

鈴木牧之記念館
開館時間：9：00～ 16：30　6月の休館日【毎週月曜日・火曜日】

㈶南魚沼市文化スポーツ振興公社　文化振興係　☎・FAX�782−9860�
観覧料：大人500円／小・中・高250円（市内の中学生以下、無料）

　鈴木牧之記念館編集　財団法人南魚沼市文化ス
ポーツ振興公社発行の、「鈴木牧之本」3部作、『江
戸のベストセラー　北越雪譜』2006年3月発行、『江
戸のユートピア　秋山記行』2008年3月発行、『そっ
と置くものに音あり夜の雪　鈴木牧之』2009年3
月発行が、2009年度社団法人日本雪氷学会北信越
支部の大沼賞を受賞いたしました。
　大沼賞とは、長年にわたる観測データの集録など、
雪氷に関する地道な貢献を行ったもの、もしくは雪
氷研究に関して、斬新なアイディアを生みだしたも
のに贈られるものです。本書は、自然との対話が暮
らしの根底にあった牧之の時代の雪国の暮らしと文
化を広く発信し、しかも若い世代への継承を促す活
動であるということを、評価していただきました。
　3部作には写真と挿絵が多く盛り込まれ、かみ砕
いた表現が用いられているため、取り付きやすく、
子どもや初心者の方にも原作の魅力が伝わるよう工
夫して作成しております。

2009年度　社団法人�日本雪氷学会北信越支部　大沼賞受賞！
郷土が生んだ文人、鈴木牧之を学ぶ「入門書」・「攻
略本」として是非お楽しみください。
■価　　格　各700円
■販売場所　鈴木牧之記念館
　　　　　　市立今泉博物館

�� 市報 みなみ魚沼
平成21年6月15日発行



お
知
ら
せ

7月の

六日町　
　　地域

� ●基礎健診など…基礎健診/胸部レントゲン/胃がん・大腸がん検診健診名
の内容 �　　　　　　　　注意 �胃がん検診は午前に実施します。

健診日 時間区分 健診名 会　　場 対象行政区

7月 2日㈭ 午前・午後

基礎健診など 南魚沼市 
 保健センター

旭町・欠之上・上町1-4

7月 3日㈮ 午前・午後 上町1-1・上町1-2・上町1-3

7月 4日㈯ 午前 庄之又・坂戸

7月 9日㈭ 　　　午後
1：30～3：00

基礎健診など
(胃がん検診はありません ) 城内診療所 上薬師堂・下薬師堂・田崎・

下原新田

7月30日㈭ 午前・午後

基礎健診など 五十沢地域 
 開発センター

山谷・宮・宮村下新田・深沢

7月31日㈮ 午前
日の出町・原・蛭窪・永松・
京岡・京岡新田・中川・
中川新田・金城

塩沢地域
� ●基礎健診など…基礎健診/胸部レントゲン/胃がん・大腸がん検診
� 　　　　　　　　注意 �胃がん検診は午前に実施します。健診名
の内容 �●子宮・乳がん検診…子宮がん検診/乳がん検診

健診日 時間区分 健診名 会　場 対象行政区

7月21日㈫ 午前・午後 子宮・乳がん検診

塩沢保健 
 センター

泉盛寺・天野沢・樺野沢・大木六・吉山・
大木六原・柄沢・仙石・徳田

7月23日㈭ 午前・午後

基礎健診など

大里・姥島・君沢・上一日市・下一日市

7月24日㈮ 午前・午後 片田・三分区・上十日町・目来田

7月25日㈯ 午前・午後 宮野下・関

大和地域 基礎健診/胸部レントゲン/胃がん・大腸がん・子宮がん・乳がん検診

健診日 時間区分 健診名 会　場 対象行政区

7月13日㈪ 午前・午後

全ての健診
注意

胃がん・子宮がん・乳
がん検診は午前に実施
します。

健友館

辻又・後山・西浦・新町

7月14日㈫ 午前 浦佐上町・猫道・城山新田

7月15日㈬ 午前・午後 境川・岩山・町屋

7月16日㈭ 午前・午後 一村尾の一部

7月17日㈮ 午前・午後 一村尾の一部・北

保健課
☎777−3850住民健診日程

問合せ

◎特定健診（40歳～74歳・75歳の誕生日前）受診者は、特定健診受診券と保険証を必ずお持ちください。
　受診券が健診日までに届かない場合は保健課までご連絡ください。
◎高齢健診（75歳以上）受診者は、保険証を必ずお持ちください。
◎介護認定を受けている方は、介護保険被保険者証をお持ちください。
◎健診日程日に都合がつかない場合は、変更することができます。
　��　また、新規に健診の申し込みをすることもできますので、市報４月１日号「住民健診カレンダー」で
年間日程をご確認いただいて、お早めに保健課　☎777−3850までご連絡ください。
■健診内容・受付時間などの詳しい内容は「住民健診カレンダー」に掲載しています。

��市報 みなみ魚沼
平成21年6月15日発行



乳幼児健診等日程

事　業 対　象 期　日 受付時間

4 か 月 児 健 診 21年 3月生 7月23日㈭ 9：00～ 9：10
ポ リ オ 1 回 目 20年10月生

7月29日㈬ 9：00～ 9：10
ポ リ オ 2 回 目 20年 3月生

1 0か月児健診 20年 9月生 7月22日㈬ 9：00～ 9：10
1歳児歯科健診
フッ化物塗布 20年 7月生 7月31日㈮ 13：00～13：10

1歳半児健診・歯科
健診・フッ化物塗布 19年12月生 7月28日㈫ 9：00～ 9：10

2歳児歯科健診
フッ化物塗布 19年 6月生 7月10日㈮ 13：00～13：10

2歳半児歯科健診
フ ッ 化 物 塗 布 18年12月生 7月 2日㈭ 13：00～13：10

3歳児健診・歯科健
診・フッ化物塗布 18年 6月生 7月24日㈮ 9：00～ 9：10

市北部（大和地域、大巻・城内・五十沢地区）

会　場 　健友館2階（大和病院となり）

お持ちいただくもの 母子保健カレンダーをご覧ください。

事　業 対　象 期　日 受付時間

4 か 月 児 健 診 21年 3月生 7月30日㈭ 13：00～13：10
ポ リ オ 1 回 目 20年10月生

7月10日㈮ 13：30～13：40
ポ リ オ 2 回 目 20年 3月生

1 0か月児健診 20年 9月生 7月17日㈮ 13：00～13：10
1歳児歯科健診
フッ化物塗布 20年 7月生 7月29日㈬ 13：00～13：10

1歳半児健診・歯科
健診・フッ化物塗布 19年12月生 7月 8日㈬ 12：40～12：50

2歳児歯科健診
フッ化物塗布 19年 6月生 7月 7日㈫ 13：00～13：10

2歳半児歯科健診
フ ッ 化 物 塗 布 18年12月生 7月 3日㈮ 13：00～13：10

3歳児健診・歯科健
診・フッ化物塗布 18年 6月生 7月16日㈭ 13：00～13：10

市南部（六日町地区、塩沢地域）
会　場 　塩沢保健センター（塩沢庁舎となり）
　★ �1 歳半児健診・歯科健診の受付時間が早くなっ

ていますので、ご注意ください。

保健課　母子保健係
☎777−3850

7月の
問合せ

妊娠中の歯科受診はどうしたらよいでしょう？Q
身体の状態が安定していると言われる妊娠中期（4～ 7カ月）�が
� 適した時期と言えるでしょう。A

お口の健康
Q＆A

　妊娠初期は、さまざまな器官の基本的な部分を形成していく時期であり、エックス線や薬の使用に少々気
を使います。またつわりも生じてくるので、あまり治療には向いていない時期となります。
　妊娠後期では、初めのころは比較的安全ですが中盤以降は胎児も大きくなり、長時間の診療ができなかっ
たりちょっとした刺激で早産につながってしまう事態も考えられます。
　基本的に治療を行って悪い時期はないとされていますが、妊娠初期と後期の中盤以降は避けた方が無難で
しょう。ただし、急性炎症などで重篤な症状を呈している場合は母体の方に危険が生じますのでこの限りで
はありません。また治療に際しては妊娠中であることを必ず歯科医に告げてください。 （新潟県歯科医師会）

　妊娠中期のご夫婦を対象に、妊娠中の悩みや、出産後
の育児のヒントなど、皆さんと気楽にお話しするサロン
です。今年度からは、休日の日中開催となりました。ご
夫婦での参加をお待ちしています。（妊婦体験もあります）
●開催日時　7月25日㈯　13：30～15：30
●会　場　南魚沼市保健センター
●対　象　出産予定日が21年11月・12月の方
●申込み　保健課　母子保健係　☎777−3850

　麻しん（はしか）は例年春期から夏期にかけて発
生する感染症です。少しでも早く免疫を獲得するた
め早めに接種を受けましょう。
●対象者　2期　H15.4.2～H16.4.1生
　　　　　3期　H 8.4.2～H 9.4.1生
　　　　　4期　H 3.4.2～H 4.4.1生
※ 接種医療機関に「大崎さくらクリニック」が追加

されました。☎780−1011
※事前に予約をしてから予防接種を受けましょう。

麻しん風しん（ＭＲ）2期・3期・4期マタニティサロンのご案内

�� 市報 みなみ魚沼
平成21年6月15日発行



ご意見・ご要望をお寄せください。　 kouhou@city.minamiuonuma.lg.jp
市報に掲載する人名は差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。
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6月・7月のカレンダー みんなの図書館 南魚沼市図書館（市民会館内）
� ☎773−6677
大 和 図 書 室（大和公民館内）
� ☎777−4671
塩 沢 図 書 室（塩沢公民館内）
� ☎782−0100
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図書館は公民館図書室との連携を密にし、広く市民の皆さまに親しまれる図書館づくりを目指しています。気軽にお立ち寄りください。

毎週月曜　13：30〜16：00　働く婦人の家
毎週水曜　13：30〜16：00　本庁舎
毎週金曜　13：30〜16：00　塩沢老人福祉センター
※市役所休業日はお休みさせていただきます。

心配ごと
相談

6月24日㈬　14：00〜16：00　本庁舎
7月 3日㈮　13：00〜16：00　塩沢老人福祉センター
7月13日㈪　13：30〜16：00　働く婦人の家

行　政
困りごと
相談日

6月15日㈪ 南魚沼市議会定例会（～19日まで、一般質
問は15～17日の予定）�（9：30～本庁舎議場）

25日㈭ 市政懇談会（19：30～�大木六保育園）
26日㈮ 市政懇談会（19：30～�上長崎保育園）
28日㈰ 「NHKのど自慢」（11：45～予定�市民会館）
29日㈪ 市政懇談会（19：30～�塩沢勤労者福祉会館）
30日㈫ 市政懇談会（19：30～�清水ふれあい会館）

7月 2日㈭ 市政懇談会（19：30～�栃窪集落センター）
3日㈮ 市政懇談会（19：30～�西五十沢保育園）
6日㈪ 市政懇談会（19：30～�あおば保育園）
7日㈫ 市政懇談会（19：30～�四十日保育園）
9日㈭ 市政懇談会（19：30～�五十沢開発センター）
10日㈮ 市政懇談会（19：30～�城内開発センター）
12日㈰ 市政懇談会（10：00～�市民会館）
14日㈫ 塩沢まつり（～16日まで）
16日㈭ 市政懇談会（19：30～�大巻開発センター）
17日㈮ 市政懇談会（19：30～�市役所�本庁舎）

よみもの

詳しくは南魚沼市公式ウェブサイトの
「図書館」に掲載しています。

◦「直江兼続大事典」� 花ヶ前盛明�著
◦「義風堂々 !!−直江兼続�前田慶次�

� 月語り�壱」�　原　哲夫�原作
◦「関ヶ原合戦と直江兼続」� 笠谷和比古�著
　�　NHKカルチャーラジオ歴史再発見。
◦「上杉謙信　歴史群像スペシャル」� 学習研究社�編
◦「直江兼続−戦国史上最強のナンバー 2」�外川　淳�著
　頭脳明敏、容姿端麗。豊臣秀吉、徳川家康を魅了し
た「愛の宰相」の実像とは？「攻め」「守り」いずれ
にも秀でた作戦指揮で第一級の戦略家と称えられた直
江兼続の知られざる生涯を描く。
◦「新潟大人の遠足　良寛を歩く」� 新潟日報事業社�編
　飾らず、肩ひじを張らず、あるがままの自然に身

郷
土
図
書
紹
介

キラキラ応援ブックトーク−子どもに本をすすめる 33の
シナリオ− キラキラ読書クラブ
オーラな人々−三島由紀夫、美輪明宏、植草甚一など− 椎根　　和
絵が語る知らなかった江戸のくらし 武士の巻  本田　　豊
自己実現シンドローム−蝕まれる若者の食と健康− 梶原　公子
図解日本の装束 池上　良太
奇跡の脳 ジル・ボルト・テイラー
凍った地球 田近　英一
ハチはなぜ大量死したのか ローワン・ジェイコブセン
もっとうまくなる農家に教わるおいしい野菜 星野　直治
ふるさと日本百景 原田　泰治
土門拳 平凡社 編
事典日本古代の道と駅 木下　　良
日本人はなぜ「さようなら」と別れるのか 竹内　整一
酔いどれ山頭火何を求める風の中ゆく 植田　草介
漱石の漢詩を読む 古井　由吉

そのほか

田村はまだか 朝倉かすみ
赤い月、廃駅の上に 有栖川有栖
佐保姫伝説 阿刀田　高
小川洋子の偏愛短篇箱 小川洋子 編
WE LOVEジジイ 桂　　望実
法廷に吹く風 佐木　隆三
空に唄う 白岩　　玄
甘苦上海　1 −夏から秋へ− 高樹のぶ子
黒猫−沖田総司の死線− 中場　利一
シカゴファイル 2012 中村　靖彦
約束の地 樋口　明雄
恋文の技術 森見登美彦
ジョーカー・ゲーム 柳　　広司
私はガス室の「特殊任務」をしていた−知られざるアウシュ
ヴィッツの悪夢− シュロモ・ヴェネツィア
アンデスの奇蹟−南米アンデスの高山に墜落した旅客機生
還者みずからが語る 72 日間の真実− ナンド・パラード
幽霊コレクター ユーディット・ヘルマン

新着図書のご案内

●読書会ボランティア募集します●
本が好き！子どもが好き！お仲間を作りたい！人いませんか。
� 詳細は南魚沼市図書館へ。☎773−6677・ 772−8161

を任せて生きた良寛の足跡を訪ね、自然を愛で、人と
触れ合い、名産を味わう小旅行を提案。北は村上市か
ら南は糸魚川市までの厳選30コースを収録。データ：
2008年2月現在。

◦「新潟県人物小伝　山本五十六」� 稲川　明雄�著
◦「にいがた星紀行」� 沼澤　茂美�著
◦「原発と地震−柏崎刈羽『震度7』の警告」�
� 新潟日報社特別取材班�著
　取り返しのつかない大惨事が起きる前に、原発問題
の実態を私たちはもっと知るべきではないか─「なぜ
大地震に襲われる柏崎刈羽の地に原発は建設されたの
か」「国の安全審査に問題はなかったのか」誘致の絡
む政財官の思惑やさまざまな謎を解き明かしたスクー
プ報道！�2008年度日本新聞協会賞、日本ジャーナリ
スト会議・JCJ賞をダブル受賞。

��市報 みなみ魚沼
平成21年6月15日発行


